
敗
戦
の
悲
劇
か
ら
脱
出
し
て
　 

宮
城
県
　
畠
山
吉
郎
　 

私
は
清
州
事
変
に
満
州
間
島
に
出
征
、
一
年
半
の
戦
時
勤
務

が
解
か
れ
て
か
ら
、
昭
和
八
年
十
月
外
務
省
巡
査
を
拝
命
し
て

間
島
総
領
事
館
に
配
属
さ
れ
、
昭
和
十
二
年
四
月
、
治
外
法
権

の
撤
去
に
伴
っ
て
、
満
州
国
警
察
に
転
官
、
昭
和
十
四
年
四
月
、

間
島
省
警
務
庁
分
室
に
配
属
替
え
と
な
っ
た
。

昭
和
十
七
年
四
月
、
満
州
国
警
務
総
局
分
室
第
四
科
に
転
勤

す
る
。
分
室
は
満
州
国
警
察
の
特
殊
な
機
構
で
あ
っ
た
か
ら
、

職
員
は
日
系
人
で
編
成
さ
れ
、
そ
の
任
務
は
ソ
連
の
情
報
収
集

に
あ
た
る
秘
密
の
組
織
で
あ
っ
た
。

大
東
亜
戦
の
戦
局
は
日
本
軍
の
戦
況
は
不
利
と
な
り
、
加
え

て
ソ
連
参
戦
も
時
間
の
問
題
と
な
っ
て
、
や
が
て
満
州
も
戦
場

と
な
る
可
能
性
を
は
ら
み
、
緊
迫
し
た
情
勢
と
な
っ
た
の
で
、

満
州
国
政
府
は
関
東
軍
は
連
係
を
と
っ
て
、
政
府
機
関
を
通
化

に
移
転
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
、
八
月
十
四
日
、
警
務
総
局
に

お
い
て
は
家
族
を
朝
鮮
に
疎
開
さ
せ
る
た
め
、
新
京
神
社
に
集

結
し
て
、
男
子
職
員
全
員
で
貨
車
か
ら
の
荷
降
ろ
し
作
業
に
あ

た
っ
た
。
夕
方
を
む
か
え
、
戦
局
に
変
化
の
情
報
が
伝
え
ら
れ

た
の
で
、
午
後
十
一
時
解
散
し
て
そ
れ
ぞ
れ
家
族
と
共
に
我
が

家
に
戻
っ
た
。

翌
十
五
日
、
全
員
職
場
に
出
て
、
正
午
の
重
大
放
送
を
聞
い

た
の
で
あ
る
。
各
科
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
の
前
に
集
ま
っ

て
、
あ
る
い
は
弱
く
途
切
れ
、
途
切
れ
て
流
れ
て
く
る
終
戦
の

詔
勅
は
大
東
亜
戦
の
終
戦
宣
言
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
私
は

午
後
四
時
、
命
令
を
受
け
、
外
交
部
次
長
（
日
系
）
に
随
行
し

て
、
ハ
ル
ピ
ン
総
領
事
館
員
二
十
五
人
が
朝
鮮
京
城
に
行
く
途

中
、
新
京
駅
で
一
行
に
終
戦
を
伝
え
て
、
ハ
ル
ピ
ン
に
引
き
返

さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

翌
十
六
日
か
ら
私
の
取
扱
っ
た
ソ
連
関
係
の
極
秘
書
類
の
焼

却
に
取
り
か
か
っ
て
三
日
間
続
け
て
や
っ
と
終
る
こ
と
が
で
き

た
。
当
時
、
日
本
人
の
間
に
ソ
連
兵
に
関
す
る
不
安
が
流
言
と

な
っ
て
広
ま
っ
た
。

八
月
十
八
日
夕
刻
、

ソ
連
軍
の
第
一
陣
が
新
京
に
到
着
し
た
。

不
安
と
緊
張
が
高
ま
り
な
が
ら
遠
巻
き
に
彼
等
の
動
向
を
見
ま



も
り
な
が
ら
約
十
日
間
が
経
過
し
た
。
夕
方
私
に
ソ
連
秘
密
警

察
の
行
動
が
開
始
さ
れ
た
と
友
達
か
ら
第
一
報
が
届
い
た
。
検

挙
の
目
標
は
警
察
官
・
憲
兵
・
分
室
職
員
で
あ
る
こ
と
が
判
っ

た
。
い
よ
い
よ
く
る
べ
き
も
の
が
き
た
と
思
っ
て
、
外
出
す
る

こ
と
を
避
け
、
情
況
の
把
握
に
努
め
た
。

た
ま
た
ま
九
月
初
め
、
午
前
九
時
頃
、
ソ
連
秘
密
警
察
が
朝

鮮
人
通
訳
を
伴
っ
て
突
然
我
が
家
に
来
訪
、
私
に
対
し
て
氏
名
、

年
齢
、
身
分
等
に
つ
い
て
執
拗
な
尋
問
を
続
け
る
こ
と
約
二
十

分
に
及
ん
だ
。

私
は
北
安
省
か
ら
避
難
し
て
き
た
開
拓
農
民
で
あ
る
こ
と
を

繰
り
返
し
て
主
張
し
て
納
得
さ
れ
た
の
か
、
し
ぶ
し
ぶ
と
引
揚

げ
た
。
更
に
彼
等
は
、
元
警
察
官
・
軍
人
・
一
般
日
本
人
等
と

検
挙
の
幅
を
広
げ
逮
捕
、
取
調
べ
を
強
行
し
て
釈
放
の
条
件
と

し
て
、
上
司
、
同
僚
を
密
告
す
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
て
い
た
。

私
の
身
辺
に
、
い
つ
か
、
又
、
捜
査
の
ほ
こ
先
が
向
け
ら
れ

る
こ
と
も
考
え
た
の
で
、
二
十
一
年
二
月
ソ
連
軍
撤
退
す
る
ま

で
、
親
友
寒
ヶ
江
君
他
数
人
の
友
人
宅
に
転
々
と
身
を
寄
せ
、

御
世
話
を
戴
き
な
が
ら
、
彼
等
の
捜
査
目
標
か
ら
逃
れ
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

又
ソ
連
兵
が
立
■
中
、
通
行
中
の
日
本
人
を
呼
び
と
め
、
身

体
検
査
を
や
っ
て
金
銭
、
時
計
を
取
り
上
げ
る
行
為
が
続
い
た

の
で
あ
る
。
一
人
で
何
個
も
腕
に
か
け
て
得
意
そ
う
に
し
て
い

た
。夜
間
ジ
ー
プ
を
運
転
し
て
日
本
人
住
宅
に
乗
り
つ
け
て
軍
靴

の
ま
ま
、
部
屋
に
侵
入
し
て
、
衣
類
、
金
品
、
装
身
具
等
の
め

ぼ
し
い
物
を
強
奪
す
る
行
為
が
公
然
と
実
行
さ
れ
た
。
ソ
連
軍

に
代
っ
て
中
共
軍
が
進
駐
し
て
か
ら
、
私
は
友
人
の
す
す
め
で

古
着
の
収
集
販
売
を
始
め
た
。
あ
る
日
、
店
頭
に
若
干
の
古
着

を
陳
列
し
た
と
こ
ろ
へ
中
国
人
（
男
子
）
が
店
頭
に
現
れ
て
、

陳
列
し
て
あ
っ
た
長
靴
と
帯
皮
に
視
線
を
や
っ
て
、「
お
前
は

警
察
官
か
軍
人
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
警
察
に
連
絡
し
て
没

収
す
る
ぞ
」

と
荒
っ
ぽ
い
語
調
で
高
飛
車
な
態
度
に
出
た
か
ら
、

あ
ら
か
じ
め
動
作
が
読
み
と
れ
た
の
で
、
長
靴
と
帯
皮
を
彼
に

与
え
て
こ
と
な
く
す
ま
せ
た
こ
と
も
あ
る
。
ソ
連
兵
も
中
国
人

も
、
日
本
人
の
持
物
に
関
し
て
は
異
常
な
関
心
を
寄
せ
た
の
が

当
時
の
実
情
で
も
あ
っ
た
。

二
十
一
年
六
月
頃
、
日
本
人
の
間
に
引
揚
げ
に
つ
い
て
の
情

報
が
話
題
と
な
っ
て
半
信
半
疑
の
う
ち
に
八
月
を
迎
え
た
。
あ



る
日
、
日
本
人
居
留
民
団
本
部
か
ら
引
揚
げ
の
日
時
携
行
品
等

の
確
報
が
示
さ
れ
た
。
八
月
六
日
六
時
出
発
で
あ
っ
た
か
ら
、

指
示
さ
れ
た
内
容
に
よ
っ
て
、
一
人
千
円
、
着
替
え
の
衣
類
と

食
糧
二
日
分
を
リ
ュ
ッ
ク
に
詰
め
て
、
予
定
の
と
お
り
新
京
駅

を
出
発
、
一
路
南
下
、
錦
州
収
容
所
に
午
後
六
時
到
着
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

八
月
二
十
四
日
、
コ
ロ
島
に
日
の
丸
の
旗
を
な
び
か
せ
待
機

し
て
い
た
引
揚
船
リ
バ
テ
ィ
ー
号
に
二
千
五
百
人
の
引
揚
者
が

乗
船
。
ド
ラ
の
音
と
共
に
出
航
や
っ
と
追
わ
れ
る
立
場
か
ら
解

放
さ
れ
て
祖
国
の
土
を
踏
め
る
喜
び
で
一
杯
で
あ
っ
た
。

満
州
生
活
の
辛
苦
　 

山
形
県
　
後
藤
栄
吉
　 

私
は
、
戦
後
引
揚
げ
て
か
ら
四
十
有
余
年
、
若
き
日
に
体
験

し
た
苦
汁
の
断
片
を
書
き
の
こ
し
、
子
供
達
に
は
勿
論
、
孫
達

に
ま
で
、
祖
父
で
あ
る
私
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ま
た
戦
争
防

止
と
平
和
の
一
助
に
し
た
い
と
思
い
執
筆
し
た
。

昭
和
十
五
年
頃
か
ら
統
制
経
済
が
厳
し
く
な
っ
て
、
私
が
職

人
見
習
い
と
し
て
働
い
て
い
た
菓
子
製
造
業
の
商
店
は
原
材
料

不
足
か
ら
商
売
は
貧
窮
に
落
ち
込
ん
だ
の
で
、
二
十
一
歳
だ
っ

た
私
は
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
の
こ
と
を
思
い
焦
り
悩
ん
で
い

た
。そ
ん
な
或
日
、
満
州
大
陸
に
義
勇
軍
と
し
て
出
発
す
る
人
々

を
駅
に
見
送
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
で
し
た
、
よ
し
、
私

も
何
と
か
し
て
大
陸
に
行
こ
う
と
決
心
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
商
店
の
主
人
も
、
兄
も
姉
も
反
対
で
あ
っ
た
が
、

唯
、

天
童
の
親
戚
野
川
家
だ
け
は
理
解
を
示
し
て
く
れ
た
の
で
、

四
面
楚
歌
の
中
に
一
筋
の
光
を
見
出
し
て
有
難
か
っ
た
。

そ
の
年
の
十
二
月
、
又
従
兄
弟
の
喜
五
郎
さ
ん
が
満
州
に
い

た
の
で
、
私
か
ら
希
望
を
打
ち
明
け
て
い
た
返
事
に
、
直
ぐ
来

い
心
配
無
し
、
と
嬉
し
い
便
り
で
あ
る
。
兄
と
姉
を
説
得
し
て

許
し
を
得
た
の
で
、
早
速
、
店
か
ら
暇
を
と
り
ま
し
た
。

愈
々
、
昭
和
一
六
年
二
月
二
十
四
日
出
発
、
母
の
作
っ
て
く

れ
た
握
り
飯
、
紙
製
の
ト
ラ
ン
ク
に
タ
オ
ル
二
本
、
足
袋
三
足
、

日
記
帳
一
冊
、
襦
袢
二
枚
、
金
三
十
円
、
こ
れ
が
私
の
全
財
産

で
し
た
。




